
令和 7 年度 園評価 

～職員評価・保育士自己評価の結果について～ 

当園では、子どもたち一人ひとりが安心して健やかに成長できる環境づくり

を目指し、保育の質の向上に継続して取り組んでいます。 

その一環として、毎年「職員による園評価」と「保育士による自己評価」を実

施し、保育や園運営を振り返り、今後の改善に活かしています。 

令和 7 年度の評価結果について、以下のとおり公表いたします。 

1 職員による園評価 

職員全員で、保育理念や保育計画、安全管理、職員間の連携、保護者・地域

との関わりなどについて評価を行いました。 

評価結果 

今年度は、多くの項目で「できている」と回答した割合が高く、保育理念の

共有や保育計画に基づく保育、安全管理、職員間の協力体制などについて、日

頃の取組が適切に実践されていることを確認しました。 

一方で、地域との連携や子育て支援、防災・安全対策のさらなる充実などにつ

いては、今後も継続して見直しと改善を進めていく必要があることが確認され

ました。 

職員一人ひとりが課題を共有し、研修や話し合いを重ねながら、より良い園

づくりに取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月３１日 
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１．保育理念 ①保育理念が明文化され、その内容が適切である。

１-②保育士は、保育理念に基づいて日々の保育に取り組んでいる。

１-③すべての子どもについて一人ひとりの存在と人権を尊重している。

１-④入園児童以外に地域の子育て支援に積極的に取り組んでいる。

２．保育の全体の計画・指導計画 ①保育指針に示されるねらいや内容が達成できるような保育課程・保育計画を作成・実行している。

２-②保育計画に基づき、子ども一人ひとりの発達を把握して、年間計画や月案・週案等を作成している。

２-③子どもの意欲を十分に引き出すような環境設定に努めている。

２-④子どもの健康管理は、子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

２-⑤子どもの健康管理は、子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

２-⑥食事を楽しむことができるような適切な環境設定や工夫をしている。

２-⑦献立は、バラエティーに富み、かつ栄養を十分考慮して作成されている。

２-⑧給食は、アレルギー除去食など子ども一人ひとりの状況に対応している。

２-⑨行事の種類や実施回数は、適切である。

２-⑩行事の種類や実施回数は、適切である。

３．職員構成・役割分担・研修 ①園長や主任の園務分掌がはっきりとしていて、それぞれの仕事を責任を持って行っている。

３-②子どもの育ちを十分に引き出すクラス運営が行われ、各クラスの連携が円滑になされている。

３-③避難訓練・交通安全指導を計画に基づいて適切に実施している。

３-④園内外の研修は、計画的に実施されている。

４．事務管理 ①職員は、園内で知り得たことがらに対して守秘義務を周知徹底している。

４-②帳簿類は適切に記載し、整理整頓している。

４-③定期的に施設設備・遊具等の安全点検をしている。

５．開かれた保育園 ①小学校と連携し、交流する機会を持っている。

５-②地域の子育てセンターとして、園庭や保育室等を開放している。

５-③園だより、クラスだより、ホームページ等で施設の情報を発信している。

職員の園評価

A できている あまりできていない ほとんどできていない



2 保育士による自己評価 

保育士一人ひとりが日々の保育を振り返り、自らの保育実践について自己評

価を行いました。 

評価項目は、運営管理、職員連携、保育環境、健康・食育、言葉、表現、乳

児保育、人権、養護など、保育全般にわたります。 

評価結果 

評価の結果、多くの項目で「できている」「よくできている」と回答してお

り、子どもの主体性を尊重した保育、安全への配慮、保護者との信頼関係づく

り、職員同士の連携などについて、日頃から意識して保育を実践していること

が確認できました。 

また、自然との触れ合いを活かした保育や保育環境の工夫、子どもの思いに

より丁寧に寄り添う関わりなどについては、さらに充実を図る余地があること

も明らかとなりました。 

自己評価を通して見えてきた課題を職員間で共有し、園内研修や日々の保育

の振り返りを重ねながら、より質の高い保育の実現に努めてまいります。 
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（養護）○子どもの思いを大切にしながら対応している

（養護）○子どもが理解しやすい温かな言葉遣いで、その子に聞こえる程度の声の大きさで話している

（養護）○自分を表現する力が十分でない子どもの気持ちをくみ取るように努力している

（養護）○「早くしなさい」とせかす言葉や「ダメ」「いけません」等の制止や禁止ことばを不必要につかわないようにしている

（養護）○「できない」「やって」などと言ってくる子どもに対して、子どもの状況に応じて温かく対応している

（養護）○子どものサインを見逃さず、子どもが安心して話したくなるような雰囲気づくりをしている

（健康）○活動に際して、子どもが健康・安全に過ごせるような内容・環境を工夫・配慮している

（健康）○排泄に際して、子どもが自ら進んでいけるような配慮や工夫をしている

（健康）○保育士が率先して体を動かすなど、子どもがその楽しさを体験できるよう配慮している

（健康）○子どもの命を守るため玩具や遊具の安全管理と子どもの行動から目を離さないよう責任を持った保育をしている

（人間関係）○子ども同士の関係を良くするような言葉かけをしている

（人間関係）○けんかの場面では状況を適切にとらえ、双方の思いを聞き、丁寧に対応している

（人間関係）○困っている友達のことを心配するなど、思いやりを持てるよう援助している

（人間関係）○子どもが保育士の手伝いをしたり、友だちを助けたり、協力し合う場面がある

（環境）○身近な自然に興味・関心が持てるよう工夫している

（環境）○園庭や散歩で集めてきた葉や木の実など、季節感のある素材を保育の中で活用している

（環境）○身近な動植物に親しませ、いたわったり、大切にしたり、作物を育てたり、味わうなどさせることで、生命の尊さに気づく…

（言葉）○子どもの発達や理解力、生活経験に合わせた言葉を使って保育をしている

（言葉）○読み聞かせの時間を大事にしている

（言葉）○子どもが話しやすい雰囲気づくりを心がけている

（言葉）○「ごめんなさい」「ありがとう」など、生活に必要な言葉をいつも使えるように保育している

（言葉）○子どもに正しく、美しいことばで話しかけている

（表現）○感じたことや考えたことを、自由に描いたり作ったりできる機会をもうけている

（表現）○歌ったり、踊ったりして、音や動きの楽しさに気づき、楽しめるよう援助している

（表現）○色々な音、色、形、手触り、動き、味、香りに気づき、楽しめるように援助している

（乳児保育）○授乳は、子どものほしがる時を尊重し、抱いて目を合わせたり、微笑みかけたりしながらゆったりと授乳している

（乳児保育）○おむつ交換は、やさしく声をかけながら行っている

（長時間保育）○指導計画を子どもの発達の姿、興味・関心に基づいて見直し、次の計画作成に生かしている

（こどもの人権）○「男（女）の子だから○○しない」「それは女の子の色」「それは、男の子の遊び」などと、性差への先入観による…

（指導計画）○指導計画を子どもの発達の姿、興味・関心に基づいて見直し、次の計画作成に生かしている

（健康管理・食育）○登園時や保育中の子どもの体調の変化に気づき、直ぐに対応できるよう努めている

（健康管理・食育）○子どもが落ち着いて食事を楽しみ、感謝の心が育つよう指導している

（保育環境）○1子どもが安心できる環境づくりを心がけている

（職員連携）○職員間の信頼関係ができている

（職員連携）○保護者や子ども、来園者に笑顔で挨拶し、気持ちのよい受け入れをしている

（自己評価）○自分の保育実践について、園長や主任からの意見を感情的にならずに謙虚に受け止めている

（運営管理）○保育理念や基本方針を理解し、日々の保育活動に生かしている

（運営管理）○事故や災害が生じた際に、きちんと対処できる

保育士の自己評価

よくできている できている あまりできていない ほとんどできていない



 

今後の取組 

今回の園評価を通して、多くの項目で一定の成果を確認することができまし

た。一方で、改善すべき課題も明確になりました。 

今後は、次の点を重点的に取り組んでまいります。 

• 保育理念を全職員で共有し、子ども主体の保育をより一層充実させま

す。 

• 園内研修や公開保育を通して、保育の専門性の向上に努めます。 

• 子どもの思いを丁寧に受け止め、一人ひとりに寄り添った保育を実践し

ます。 

• 保護者との信頼関係を深めるとともに、地域との連携や子育て支援の充

実を図ります。 

• 安全管理・防災対策について定期的な見直しを行い、安心して過ごせる

保育環境づくりを進めます。 

 

おわりに 

当園では、子どもたちが毎日安心して笑顔で過ごせることを第一に考え、職

員一人ひとりが学び続ける姿勢を大切にしています。 

今回の評価結果を真摯に受け止め、保護者の皆様や地域の皆様から信頼され

る園であり続けられるよう、職員一同、より一層保育の質の向上に努めてまい

ります。 

今後とも、当園の教育・保育活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 


